
AIエージェント時代のインフラ革命

NexaScience 代表取締役牛久祥孝

2026年4月15日 / AI Table

AI に、 実行力を 。



AIの実行力？

Version2



1 2

AI for Science
AIエージェントの
現在と実行力の壁

実行力の壁を
越える方法

AI for Scienceで創業したからこそ気づいたAIの実行力の壁とは
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AI for Scienceとは

従来の科学研究
人間が仮説を立てる

人間が実験を設計

人間がデータを解析

AI for Science
AIが仮説を生成

AIが実験を提案

AIが大規模データを解析





企業の取り組み

Google DeepMindの研究成果であるAlphaFoldは2024年にノーベル賞を受賞
AI・AIエージェントの性能向上により科学研究自体の自律化が現実的になった

Google Impact Challenge OpenAI for Science

言いたいこと
AIエージェントの性能が上がることで



政府の取り組み

各国政府もAI×科学を国家安全保障・産業競争力の要と位置づけ
大規模な公的投資に踏み切っている

Genesis Mission 次世代AI研究計画
科学技術・イノベーション

基本計画





AI for Scienceの高度な自動化を
ビジネスへ

Version2



内閣府ムーンショット型開発事業

株式会社NexaScience創業



AIエージェントの現在と実行力の壁
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AIエージェント市場の急成長

年平均成長率 (CAGR)

46.6%

2034年予測市場規模

2,513億ドル

(2026年: 117.8億ドル)

出典: Fortune Business Insights（AIエージェント市場, 2026年予測）



・人間が主体でAIはアドバイザー

・人間が逐次指示して実行

・エラーは人間が指摘して修正

・AIが主体的に作業

・AIがステップ分解して実行

・エラーをAIが自ら検知し修正

LLM エージェント



AIエージェントは増えているのに
現場の自動化は進んでいない

Version2



指示を理解する

プログラムを書く

調べる・整理する

エラーに対応する

✓得意なこと

✘不得意なこと

つなぐ仕事

続ける仕事

止まっても再開する

記録を適切に残す

再現する

複数システム

異なる権限

必要な情報を次の工程へ渡す

重い仕事

長時間の処理

膨大なデータ

高度な計算資源



現状の課題：AIエージェント時代の "Missing layer"

Goldman Sachs Research (2025)
AI Agents to Boost Productivity and Size of Software Market

エージェントとインフラの間を埋める

基盤レイヤーが次の一年の最重要課題

AI Agent

Infrastructure

説明のイメージ

ゴール

Blank Space

田中(修正済み)
言葉を変える

https://www.goldmansachs.com/insights/articles/ai-agents-to-boost-productivity-and-size-of-software-market


PAIN POINT 1

エージェント
vs ワークフローのジレンマ

AIエージェントは賢すぎて暴走し、
ワークフローは硬すぎて現場に合わない

説明のイメージ

エージェント：意図しない判断や余計なアクションまで勝手にやってしまい、
結果が予測できない。
ワークフロー自動化（n8nやZapier的なもの）：事前に定義したルート通りにし
か動けず、例外処理や曖昧な指示への対応ができない。
現場が本当に求めているのは「ここまでは自動、ここからは人が判断」という
柔軟な制御だが、今の選択肢ではどちらも中途半端になる。



つながらないシステム

社内システムの大半は
まだAIから"見えていない"

説明のイメージ
SaaSツール同士のAPI連携はある程度進んでいるが、実際の業務の多くは社内独
自の基幹システム、オンプレのデータベース、工場のPLCやロボット、レガシー
なERPなどに依存している。これらにはAPIが存在しないか、あっても標準化さ
れていない。AIエージェントがどれだけ賢くても、接続先がなければ手足がな
いのと同じ。結果として、自動化できるのは業務全体のごく一部にとどまって
いる。

PAIN POINT 2



社内ChatGPTの限界

作ったけど使われない
社内AIの9割が抱える現実

説明のイメージ

多くの企業がOpenAI APIを使って「社内ChatGPT」的なものを構築しているが、
実際の利用率は低い。理由は3つ。
- 性能面：RAGの精度やプロンプト設計が甘く、ChatGPT本家に比べて回答品質

が明らかに劣る。
- 運用面：モデルのアップデート対応、プロンプトのチューニング、インフラ

の保守を自社エンジニアが継続的に担わなければならない。
- 体験面：UI/UXが洗練されておらず、結局社員がこっそりChatGPTの個人アカ

ウントを使う（シャドーAI問題）。自社で作ること自体がゴールになってし
まい、使われるAIにはなっていない。

PAIN POINT 3
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実行力の壁を越える方法



Our Solution

AIエージェントに“実行力”を与える Lnar（ルナー）を開発

ソースコード
(GitHub / GitLab等)

AIエージェント
接続

Lnar

インターフェース

エージェントから
簡単に呼び出せる

コンピュート

サンドボックス環境

GPUなどの特殊な
計算機環境

オブサーバビリティ

実行トレース
ログの収集・可視化

田中(修正済み)
画像を変える

デプロイ



Lnarがどう解決するか

自動化処理をデプロイ

システムへの接続手段をデプロイ

データへのアクセス方法をデプロイ

ワークフローをAIの手足にして、
エージェントの柔軟さとワークフローの確実さを両立

自社システムやロボットへ
どのAIエージェントからでもアクセス可能に

ChatGPTやClaudeがそのまま「社内を知っているAI」に
社内ChatGPTの構築・運用は不要

Lnar

自社開発の
AIアプリ

PAIN POINT 1 エージェント vs ワークフローのジレンマ

PAIN POINT 2 つながらないシステム

PAIN POINT 3 社内Cha tGPTの限界



AIエージェント市場におけるポジショニング

Anthropic (2024), Engineering at Anthropic: Building effective agents

AI Application

Tool / MCP (Lnar)

LLM

Memory Retrieval

AI Agent



Lnarのデモ画像

Claude CodeからLnarを操作しているデモ画像



展望
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我々が目指している世界

Lnar

AI

Lnarを通して人間の創造性を最大限に発揮できる社会の実現を目指しています。

ハードウェアソフトウェア

社内データ

業務システム

シミュレータ

社内SaaS

コードリポジトリ

LLM / AIエージェント 量子コンピュータ

GPU

スパコン

実験装置

ロボット

センサー

あなた



チーム

これは口頭でいい気がしています。

幅広いドメイン知識をもつメンバーが集結
AI for Science、ロボティクス、官公庁、AI事業

CEO
牛久祥孝

博士（情報理工学）

NTT研→東大→オムロン研

AIベンチャー役員も経験

CSO / 大阪大学教授

吉野幸一郎

博士（情報学）

ロボティクスおよび自然言語処理
の研究者

COO

桑山耕平

元総務省・内閣官房

情報通信・サイバーセキュリティ
政策を担当

CRO / 理化学研究所上級研究員

熊谷亘

博士（情報科学）

AIエージェントの研究者

CTO

田中冬馬

データサイエンティスト・エンジニア

Lnarの構想・開発

写真

写真

写真

写真

写真

（桑山修正）
総務省および内閣官房にて情報通信政策・サ
イバーセキュリティ政策に従事し、デジタル
庁や個人情報保護委員会の創設にも関与。そ
の後、生命保険株式会社を経て現職。



一緒に未来を創りませんか

A Iエージェントによる自動化の幅をともに広げていくパートナーを募集しています

Lnar（ルナー）

お問い合わせ

info@nexascience.com

「我々が目指している世界」にmission

入れたので最後のスライドは削ってま
す。
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